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戸
締
り
用
心
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定
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「
条
例
制
定
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
な
ど
」

・
一
般
質
問
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１
名
の
議
員
が
登
壇

き
ん
こ
う

議
会
だ
よ
り

第
52号

11 月
 定

 例
 会

12 月
 臨

 時
 会
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一
般
会
計
補
正
予
算（第

４
号
）

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
実
施

に
伴
う
８
７
６
万
２
千
円
の
補

正
で
す
。

非
常
勤
職
員
等
の
育
児
休
業

が
再
延
長
さ
れ
ま
し
た　

　

非
常
勤
職
員
で
、
原
則
１
歳

ま
で
で
あ
る
育
児
休
業
を
、
６

か
月
延
長
し
て
も
保
育
園
に
入

れ
な
い
場
合
等
に
限
り
、
更
に

６
か
月
（
２
歳
ま
で
）
の
再
延

長
を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。

錦
江
町
職
員
の
給
与
が
改
正

さ
れ
ま
し
た　

　

平
成
29
年
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
、給
与
表
の
平
均
０
．２
％

及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
率
０
．

１
月
分
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

平
成
29
年
12
月
の
勤
勉
手

当
が
「
１
０
０
分
85
」
か
ら

「
１
０
０
分
95
」
に
、
特
定
管

理
職
が
「
１
０
０
分
１
０
５
」

か
ら
「
１
０
０
分
１
１
５
」
に

改
正
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
平
成
30
年
６
月
支
給

分
か
ら
、一
般
職
員
を「
１
０
０

分
95
」
か
ら
「
１
０
０
分
90
」

に
、
特
定
管
理
職
を
「
１
０
０

分
１
１
５
」
か
ら
「
１
０
０
分

１
１
０
」
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

町
長
、
議
員
等
の
期
末
手
当

が
改
正
さ
れ
ま
し
た　

　

一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
給

与
改
定
に
準
じ
、
町
長
、
議
員

等
の
特
別
職
の
期
末
手
当
の
支

給
割
合
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

平
成
29
年
12
月
の
期
末
手
当

が
「
１
０
０
分
１
７
０
」
か

ら
０
．
０
５
月
引
き
上
げ
た

「
１
０
０
分
１
７
５
」
に
改
正

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
平
成
30
年
６
月
支
給

分
か
ら
、「
１
０
０
分
１
５
５
」

か
ら「
１
０
０
分
１
５
７
．
５
」

に
、
12
月
支
給
分
を
「
１
０
０

分
１
７
５
」
か
ら
「
１
０
０
分

１
７
２
．
５
」
に
改
正
さ
れ
ま

す
。

11月定例会
　

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
13
日
か
ら
17
日
ま

で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
専
決
処
分
報
告
（
補
正
予
算
１
件
）

補
正
予
算
５
件
、
条
例
改
正
１
件
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
名
の
議
員
が
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

12月臨時会
　

平
成
２９
年
第
３
回
臨
時
会
は
、
１２
月
１５
日
の
１
日
間
の

会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
臨
時
会
で
は
、
補
正
予
算
３
件
、
条
例
改
正
４
件
等

を
審
議
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
を
承
認

条
例

各種団体の皆様、議会議員と
意見交換をされませんか。

　錦江町議会では、町民の皆さんがもっている課題など幅広く意見をうかがって、その対策を町
政などに反映させていくために、意見交換会を開催するように、議会基本条例で定めました。希
望される団体等がありましたら、議会事務局へ申込用紙が準備してありますので、直接申し込むか、
若しくはメールで申し込んでください。なお、自治会若しくは町内の団体に限りますので、個人
では申し込むことはできません。
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農地中間管理機構集積協力金1,474万円など可決
　一般会計・特別会計の６補正予算を原案のとおり可決しました。各補正予算の主なものは、次の
ようなものです。

建物維持工事
1,458 万円

本庁舎議場空調改修

新規就農者農業生産対策事業
185 万円

対象者　３名

農地中間管理機構集積協力金
1,474 万円

地域集積協力金	 767 万 8千円
経営転換協力金	 580 万円
耕作者集積協力金	 126 万 2千円荒茶加工場整備

1,056 万 9千円
生葉カッター設置	 225 万 6千円
ボイラー設置	 669 万 6千円
生葉受入システム	 161万 7千円

一般会計

道路維持費
570 万円

白井中原線横断暗渠改修	 370 万円
桜原線流末排水路整備	 200 万円

農業用施設災害復旧事業
169 万円

町単独農地災害復旧事業補助金
13カ所×130,000円

一般被保険者療養給付費
3,349 万 5千円

　医療費の増加による

保険財政共同安定化事業拠出金
120 万 7千円

　国保連合会の通知額による増

他会計繰出金
152 万 3千円

　前年度分清算による一般会計への繰出金

事務処理システム負担金
16 万 9千円

　介護報酬改定等に伴うシステム改修事業

国民健康保険事業

後期高齢者医療事業 介護保険事業（保険事業勘定）

取り換えられるボイラー

改修される白井中原線の横断暗渠
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議案に対する各議員の賛否状況
　平成29年第４回　定例会（11月議会）

議案番号 案件名
（主な内容等）

賛否の結果
厚
ヶ
瀨

浪
瀨

染
川

池
迫

池
田

川
越

笹
原

小
吉

中
野

右
田

馬
込

水
口

承 認 第 ５ 号 平成 29 年度錦江町一般会計補正予算（第４号） 簡易表決で可決 欠

議案第 54 号 平成 29 年度錦江町一般会計補正予算（第５号） 簡易表決で可決 欠

議案第 55 号 平成 29 年度錦江町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 簡易表決で可決 欠

議案第 56 号 平成 29 年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 簡易表決で可決 欠

議案第 57 号 平成 29 年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）
特別会計補正予算（第２号） 簡易表決で可決 欠

議案第 58 号 平成 29 年度錦江町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 簡易表決で可決 欠

議案第 59 号 錦江町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決 欠

　平成29年第３回　臨時会（12月議会）

議案番号 案件名
（主な内容等）

賛否の結果
厚
ヶ
瀨

浪
瀨

染
川

池
迫

池
田

川
越

笹
原

小
吉

中
野

右
田

馬
込

水
口

議案第 60 号 平成 29 年度錦江町一般会計補正予算（第６号） 簡易表決で可決

議案第 61 号 平成 29 年度錦江町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 簡易表決で可決

議案第 62 号 平成 29 年度錦江町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 簡易表決で可決

議案第 63 号 錦江町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決

議案第 64 号 錦江町町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決

議案第 65 号 錦江町議会議員の議員報酬及び期末手当並びに費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決

議案第 66 号 錦江町災害被害者に対する町税の減免に関する条例の一部を改正
する条例 簡易表決で可決

農業集落排水事業管理費（修繕料）
360 万 2千円

第1中継ポンプ槽水中ポンプ交換
	 318 万 4千円
中継ポンプ制御ユニット取替	 41万 8千円

農業集落排水事業
水道消費税

82 万 9千円
　中間納付の見込みによる増

簡易水道事業

交換される水中ポンプ

※�賛否の表示は、起立採決又は記名投票により、○賛成、●反対、欠欠席となっています。
※�簡易表決とは、あらかじめ議員全員の賛成が見込まれる場合に、議長が賛成者の起立を求めず、「異
議ありませんか」と諮ることにより賛否を問う採決方法です。
※議長には、表決権がありません。
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ここが聞きたい！
質問いっぱんいっぱん

11月定例会では、1名の議員より一般質問が行なわれました。質問及び答弁については、要旨を掲載しております。

明
治
維
新
１
５
０
周
年
、

大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど

ん
」
に
ち
な
ん
だ
学
校
教
育
に

つ
い
て
、
ま
ず
明
治
維
新
に
活

躍
し
た
偉
人
、
と
り
わ
け
西
郷

隆
盛
に
つ
い
て
の
授
業
は
ど
の

よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
か
。

郷
土
愛
を
育
む
た
め
の
地

域
独
特
の
教
育
に
つ
い

て
、
錦
江
町
内
各
地
区
、
校
区

に
身
近
に
あ
る
、
例
え
ば
麓

自
治
会
の
招
魂
碑
、
矯
晋
舎
、

ま
た
松
崎
台
場
跡
、
田
代
中
学

校
下
の
招
魂
墓
、
宿
利
原
の
高

尾
神
社
に
あ
る
歌
碑
、
神
川
の

渕
之
上
神
社
、
池
田
の
旗
山
神

社
、
大
原
の
田
代
椀
等
、
文
化

財
な
ど
を
教
材
と
し
て
取
り

教
育
長　

記
念
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
小
学
生
向
け
の
補
助

教
材
と
し
て
、「
か
ご
し
ま
タ

イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
、
日
本
の
近
代

化
の
歴
史
を
訪
ね
る
旅
」、
そ

れ
か
ら
中
学
生
に
は
「
明
治
維

新
と
郷
土
の
人
々
」
の
概
要
版

を
作
成
し
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

小
学
校
５
年
生
と
中
学
校
２
年

生
全
員
に
配
布
し
た
。

主
に
小
中
学
生
を
対
象
と

し
た
原
口
泉
先
生
の
講

演
を
計
画
す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長　

講
師
の
人
選
等
に
つ

い
て
も
、
今
後
、
総
合
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

上
げ
る
考
え
は
な
い
か
。な
お
、

高
尾
神
社
の
歌
碑
に
つ
い
て
は

歌
の
内
容
が
分
か
る
よ
う
に
周

り
の
樹
木
を
伐
採
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
か
。

教
育
長　

学
校
、
地
域
に
よ
っ

て
は
、
棒
踊
り
や
銭
太
鼓
の
伝

承
活
動
等
も
行
な
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
興
味
関
心
や
発
達

段
階
等
を
考
慮
し
、
学
校
や
直

接
授
業
を
行
な
う
先
生
の
創

意
・
工
夫
に
期
待
し
た
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

高
尾
神
社
は
、
現
在
、
地
域

の
方
々
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
お

り
、
神
社
及
び
そ
の
周
辺
は
宿

利
原
地
区
の
所
有
及
び
民
有
地

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
教
育
委

員
会
で
樹
木
を
伐
採
す
る
こ
と

は
難
し
い
。

池田　行德　議員

質問事項
・�「西郷どん」にちな
んだ学校教育

・地域独特の教育

西
郷
ど
ん
に
ち
な
ん
だ
学
校
教
育
は
ど
う
し
て
い
る
か

　
教
育
長　
補
助
教
材
を
作
成
し
小
５・中
２
に
そ
れ
ぞ

れ
配
布
し
、講
演
等
に
つ
い
て
も
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

郷
土
愛
を
育
む
た
め
に
文
化
財
を
教
材
に
す
る
考
え
は

　
教
育
長　
学
校
等
に
よ
っ
て
は
棒
踊
り
等
の
伝
承
活
動

も
し
て
い
る
。学
校
や
先
生
方
の
創
意・工
夫
に
期
待
し
た
い
。

学校教育

学校教育 平
成
30
年
度
の
文
化
祭
で
、

西
郷
隆
盛
に
関
す
る

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
考
え
は
な

い
か
。

教
育
長　

来
年
度
は
、
西
郷
隆

盛
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

る
予
定
で
あ
る
。

薩
英
戦
争
で
使
用
さ
れ
た
砲
台
跡

（
馬
場
海
岸
線
）

招魂墓等の文化財が多くあります
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１
月
７
日
、
平
成
30
年
錦
江
町
消
防

出
初
め
式
が
市
中
パ
レ
ー
ド
の
後
、
錦

江
中
学
校
校
庭
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

法
輪
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
す
ば
ら
し
い
演
奏
が
、

式
典
に
華
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
火

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
気
を
付
け
て
、

無
火
災
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

表
紙
の
紹
介

編
集
後
記

　

新
し
い
年
は
、
鹿
児
島
に
と
っ
て
は

「
西
郷
ど
ん
」
の
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
も
創
意
工
夫
し
な
が

ら
、
編
集
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

わ
が
町
も
11
月
に
行
な
わ
れ
た
町
長

選
挙
に
お
い
て
、
町
の
ト
ッ
プ
が
交
代

し
ま
し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
議
会
も
、
町
長
が
選
挙
戦

に
お
い
て
掲
げ
ら
れ
た
公
約
の
チ
ェ
ッ

ク
機
関
と
し
て
、
ま
た
、
新
し
い
提
案

を
し
な
が
ら
町
の
未
来
を
共
に
考
え
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
が
、
明
る
い
話
題
の
多
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
、
町
民
の
代
表
と
し
て
一
丸

と
な
っ
て
務
め
を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

厚
ヶ
瀨　

博
文

◆
議
会
報
編
集
委
員
会

　

委 

員 

長　
　

小
吉　

昭
弘

副
委
員
長　
　

川
越　

裕
子

委　
　

員　
　

馬
込　

守　

　
　
　
　
　

右
田　

正　

　
　
　
　
　
　

厚
ヶ
瀨
博
文

３月定例会の会期は、
３月５日から23日
一般質問は、
３月20日の予定です。

役場本庁３階の議場へ傍聴においでください。

傍聴してみませんか
３月定例会は本庁で開催！


